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本論文の研究目的は中国に対するアメリカのイメージが時代毎にどのような変化を見ら

れるのか、その原因を検討する。 

十九世紀半ばから、中国は半植民地、半封建社会になって、数多くの貧しい農民たちは

低雇用労働者としてアメリカにやってきた。彼らに対してアメリカは歓迎しなかった。そ

して、アメリカの労働者との労働競争が起こって容赦なく排除の対象となってしまった。

当時、アメリカの出版物に乗せられた彼らの報道は人種差別が満ちたものであった。その

時代の中国人に対するイメージは悪かった。 

二十世紀になると、中国における近代革命が起こって中国は共和国に変貌した。蒋介石

が率いる国民党政府はアメリカ側からの支持を獲得した。長い間、中国に対するアメリカ

の悪いイメージを打ち崩し、新たな友好的な良いイメージを作り上げた。アメリカ宣教師

ヘンリールース親子二人の影響力、宋美齢の影響力、チャイナーロビーの積極的な活動な

どは欠かせない重要な要素を具体例として取り上げた。さらに、第二次世界大戦中におけ

る枢軸国と連合国間の対立と戦争状態は米中接近を促成させた。戦争中、アメリカのメデ

ィアは日本軍の残忍、不信用など厳しく批判した。その一方、中国人を勇敢、正義、アメ

リカの友人として褒美した。その原因で中国に対するイメージを良くさせた。中国人への

同情や信頼感が上昇した。アメリカ社会は第二次世界大戦を「良い戦争」とみなして連合

国側の中国人に対する「良いアジア人」と認めるようになった。 

大戦中中国人に対する友好で良いイメージが外交政策に劇的な変化を起こした。戦時中、

中国に対する全ての不平等条約が撤廃され、カイロ会議には蒋介石が中国代表として、ロ

ーズヴェルト、チャーチルと共に参加し、中国の大国としての地位が認められた。 

 結論 アメリカの対中イメージは時代の変化に伴って変わってきたということをはっき

り分かってきた。第二次世界大戦中、アメリカの中国に対するイメージの大きな変化を起

こした。それは戦時中枢軸国と連合国二大陣営の間の敵友の見分けに深く関わった。その

上に、熱狂的なチャイナーロビーと知られるヘンリールースは米中両政府のより緊密的な

関係を築くために、国民党蒋介石夫妻と仲良くて強く支持したことも分かった。宋美齢は

蒋介石の夫人として自分の個人の優れた才能を生かして米中外交を大成功させ、アメリカ

における知名度と人気度も一揆に上昇した。宋美齢は国際社会における対中イメージの向

上に重要な役割を果たしたことも分かった。  
 
 


